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プロジェクトの内容及び成果の概要 

私たちは地方の温泉観光地に注目し、少子高齢化や空き家の増加、観光客の減少などの

問題について考えた。このような温泉観光地の厳しい状況に対し、どのような地域再生の

可能性が考えられるかを現場に即して学びたいと考え、静岡県熱海市に注目した。熱海市

では同様の問題に悩まされる中、近年では観光の形を変化させ、空き家を活用しながら観

光客の数を伸ばしていた。そこで熱海市における空き家の実態やその活用の取組を紹介し

た文献や団体のウエブサイトをレビューし、実際に空き家の活用やゲストハウスの経営を

行っている方々などへのインタビューを行い、そうした活動を行うに至った経緯やそれに

よる地域の変化について調査した。  

フィールドワークでは、まず、熱海商工会議所の石井さんにお話を伺った。ここでは、

商工会議所が行う支援とコロナ禍における活動、近年の事業者の傾向と飲食業支援、事業

者を取り巻く変化、観光客に向けた取り組みをお話していただいた。次に、株式会社

machimori 代表取締役であり、「熱海から社会を変える」という志のもと、熱海に U ター

ンしゼロから地域再生を行った市来広一郎さんとお会いし、お話を伺った。 Machimori

では、①街の満足度を地元住民から高めていく②中心エリアに核を作る③行政と連携して

活動する、という大きく分けて 3 つの取り組みを行っていることを教えてくださった。ま

た、実際に古民家がリフォームされている現場に見学させていただいた。私たちが見学し

た「春日町古民家」では、もろくなった床を一度解体したり、庭に生えていた草木を剪定

したり、古民家の良さを残しつつ作業を行っているところが見受けられた。  

これらのフィールドワークをまとめると、静岡県熱海市は、行政や民間の各プレイヤー

による努力と試行錯誤があり、街の再生が取り組まれていることが分かった。そして、こ

の街の再生手法はどの地域でも用いることができると考えられた。全国の多くの観光も熱

海と同様に団体客向けであり、近年の観光の変化による影響がある。そこで、熱海の事例

のように観光客に焦点をあてるのではなく、まずは街のファンを作ることから始め、徐々

に街を巻き込んでいくことが重要ではないかと推察した。現在地域の活性化は、熱海市だ

けでなく、全国の地方都市が抱えている問題である。このような問題に対し、熱海市のよ

うな観光業が栄えている地域に限らず、各地域の風土や歴史、伝統や産業、人といった地

域資源を活用することで地域の魅力の創出ができると考えた。  

 


